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❷ 最善を尽くせ
❸ 率先避難者になれ
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地震が起こった際は、慌てて外に飛び出さず、
まずは机の下などで身を守る行動を取りましょう。
揺れが収まったら、周囲の安全を確認し、より安
全な避難場所をめざして避難してください。津波
のおそれがある場合は、早めの行動が大切です。

災害の危険から逃げるためにハザードマップで避難
場所を確認しましょう。市町村の窓口などで配布され
ているほか、ウェブでも見ることができます。
また、「耳で聴くハザードマップ」は、音で災害情報
を確認できるサービスです。視覚に障害のある方や、
小さな文字が見えにくい方も利用できます。
家のまわりや学校、よく行く場所の危険を確認して

おきましょう。

□ スマートフォン、財布
□ マイナンバーカード
□ 常備薬・お薬手帳
□ 非常食・飲料水
□ 携帯トイレ
□ トイレットペーパー
□ 口

こうくう

腔ケア用品
□ 生理用品
□ ウエットティッシュ
□ 携帯ラジオ、懐中電灯 
□ モバイルバッテリー
□ �マスク、タオル、�
ビニール袋、軍手

□ 雨具 等

□ 備蓄食料
□ 水 （1日1人2～3ℓ）
□ カセットコンロ
□ 毛布
□ 寝袋
□ ろうそく・ランタン
□ ブルーシート
□ 自家発電機・電池
□ 簡易トイレ 等

□ 日傘
□ 冷却シート
□ 汗拭きシート
□ 塩分タブレット
□ 虫よけスプレー
□ 多めの着替え 等

�❖ �暑さ対策�
（夏・台風シーズン：6～9月）

□ カイロ
□ 厚手の靴下
□ ひざ掛け 等

�❖ �寒さ対策�
（冬・春先：12～3月）

避難バッグ  避難時に持っていくもの 備蓄品  災害後に必要なもの
津波避難3原則

◀︎ �備蓄量の�
計算はこちら

◀︎ �詳しくは�
こちら
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南海トラフ地震臨時情報は、南海トラフ地震の想定
震源域などで異常な現象が観測されたときやマグニ
チュード6.8以上の地震等が発生した場合に、気象庁
から発表される情報です。発表された場合は、国や自
治体からの呼びかけに応じた対策をとりましょう。

災害に備えて、車の燃料を満タンにしておくことや灯油の余分保管を推奨する運動です！

新しい防災気象情報が今年
5月から運用されています。警
戒レベル3や警戒レベル4の避
難情報が発表された場合は、速
やかに安全な場所に避難しま
しょう。

県では、災害時や、災害のおそ
れがあるときの情報収集や避難行
動に役立つ「和歌山県防災ナビ」
を配信しています。ぜひダウンロー
ドしてご活用ください。

◼ �防災情報のプッシュ通知
◼ �避難先検索　◼ �避難トレーニング
◼ �家族等が避難した場所の確認
◼ �防災備蓄計算
◼ �河川水位情報・土砂災害危険度情報
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❖ 南海トラフ地震臨時情報発表の流れ

❖ 知っていますか？　「満タン＆灯油プラス１缶運動」 ※�プレート境界面のゆっくりとした
ずれによる地殻変動を観測した
場合など

2025年12月に
完成した津波避
難タワー（那智
勝浦町）

04 2026年9月号 052026年9月号


